
様式１
農業関係試験研究課題調査表

	整理番号※：
	※の欄は記載不要です

	作目（注１）
	
	所属
	

	区分※
	氏名（フルネーム）
	

	
	連絡先（注２）
	

	１　農業生産技術の改善や品種の改良など、研究に取り組んで欲しい（解決して欲しい）課題は何ですか？

	

	２　理由

	①なぜ、そのように考えられますか





②上記について何か対策を取っていますか、その結果どうでしたか




	３　どのような改善を望まれますか
（反収や品質指標、コスト削減幅など出来るだけ具体的に。数字で表現可能な場合は数字を。）

	現状
	改善後

	
	


（記入上の注意）
・対象の作物名をご記載下さい。（イチゴやナシなど具体的な作物名。作目全般の場合記載不要）
・事柄が複数の場合は一枚にまとめず、別葉にご記入下さい。
・病害虫対策の場合は、具体的な症状、発生時期、生育状況、薬剤等による効果の有無などできるだけ詳しくご記入をお願いします。
（注釈）
注１　作目は右よりご選択下さい【水田作、野菜、果樹、花き、茶、いぐさ、畜産】
注２　住所、FAX番号、メールアドレスのいずれかをご記入ください。


様式１（記入例）
農業関係試験研究課題調査表

	整理番号※：
	※の欄は記載不要です

	作目（注１）
	野菜
	所属
	〇〇株式会社

	区分※
	氏名（フルネーム）
	△△　△△

	
	連絡先（注２）
	□□@～

	１　農業生産技術の改善や品種の改良など、研究に取り組んで欲しい（解決して欲しい）課題は何ですか？

	イチゴの年内収量を増加させる肥培管理技術の開発

	２　理由

	①なぜ、そのように考えられますか
全国的に見ると年々イチゴ生産者数が減っており、国内生産量が減少している。そのような中、販売需要期を年末から迎えることから、高単価を獲得するために、年内生産量の増加は必須であるため。


②上記について何か対策を取っていますか、その結果どうでしたか
現地では、定植時期、作型の見直し、設備導入等に取組んでいるが、年内収量増加につながっていない。また設備導入は近年の価格高騰でコストがかかって対策としては進んでいない。肥培管理については、ほ場条件の違いで結果が判然としないが、生産量が多い生産者は、品種に適した肥培管理ができているように思う。


	３　どのような改善を望まれますか
（反収や品質指標、コスト削減幅など出来るだけ具体的に。数字で表現可能な場合は数字を。）

	現状
	改善後

	総収量平均　４t
	年内収量を増加させ、総収量平均　５．５ｔ


（記入上の注意）
・対象の作物名をご記載下さい。（イチゴやナシなど具体的な作物名。作目全般の場合記載不要）
・事柄が複数の場合は一枚にまとめず、別葉にご記入下さい。
・病害虫対策の場合は、具体的な症状、発生時期、生育状況、薬剤等による効果の有無などできるだけ詳しくご記入をお願いします。
（注釈）
注１　作目は右よりご選択下さい【水田作、野菜、果樹、花き、茶、いぐさ、畜産】
注２　住所、FAX番号、メールアドレスのいずれかをご記入ください。

